
空知総合振興局 

委託業務処理要領 

 

１ 業務概要 

(１) 業務名 

北海道空知合同庁舎空調自動制御機器保守点検業務 

(２) 業務場所 

岩見沢市８条西５丁目 

(３) 業務仕様 

ア 本委託業務処理要領に記載されていない事項は、「建築保全業務共通仕様書（令和５年版）」（以下

「共通仕様書」という。）による。 

イ 本委託業務処理要領及び共通仕様書に定めがない事項は、業務担当員と協議する。 

ウ 守秘義務 

本業務の実施過程で知り得た秘密を第三者に漏洩してはならない。 

エ 著作権その他 

著作権、特許権その他第三者の権利の対象となっている点検方法等の使用に関しては、その費用

負担及び使用交渉の一切を受託者が行う。 

オ 点検・保守が困難な部分 

点検・保守が困難な部分等の対応については、事前に業務担当員と協議する。 

(４) 対象業務 

保守点検業務（対象設備一覧は別紙「設備一覧」のとおり） 

 

２ 共通仕様 

(１) 業務関係図書 

次の書類を作成し、契約後速やかに業務担当員に提出する。 

ア 業務処理責任者等選定通知書 

イ 緊急対応連絡表 

ウ 作業計画書 

(２) 業務報告 

ア 作業前 

作業予定表 

イ 作業後 

作業報告書 

(３) 業務の実施日時 

原則、月曜日～金曜日（休日及び１２月２９日～１月３日を除く。）の８時４５分～１７時３０分の

範囲内で、業務担当員と協議し決定する。 

 

３ 特記仕様 

(１) 保守点検業務の対象設備一覧 

保守点検業務の対象設備一覧は、別紙「設備一覧」のとおりとする。 

(２) 保守点検業務内容 

ア 遠隔点検 

(ア) 実施時期 

毎月 

(イ) 点検内容 

別紙「点検内容」のとおり 

イ 定期点検① 

(ア) 実施時期 

５月 

(イ) 点検内容 

別紙「点検内容」のとおり 

ウ 定期点検② 

(ア) 実施時期 

７月 

(イ) 点検内容 

別紙「点検内容」のとおり 

エ 定期点検③ 
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(ア) 実施時期 

９月 

(イ) 点検内容 

別紙「点検内容」のとおり 

オ 定期点検④ 

(ア) 実施時期 

１１月 

(イ) 点検内容 

別紙「点検内容」のとおり 

カ 定期点検⑤ 

(ア) 実施時期 

１月 

(イ) 点検内容 

別紙「点検内容」のとおり 

キ 定期点検⑥ 

(ア) 実施時期 

３月 

(イ) 点検内容 

別紙「点検内容」のとおり 

(３) その他 

ア (２)に示す各業務実施時期以外の場合であっても、現場の状況に応じ保守点検業務を行うこと。 

イ 機器等の故障発生時並びに災害時の復旧等、当該設備を良好な状態に保つため速やかな対応を行

うこと。 
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5 7 9 11 1 3
中央監視装置保守点検 ﾏｲｸﾛｽﾃｰｼｮﾝ 1 式 1年1巡

中央監視ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
監視ﾎﾟｲﾝﾄ保守

自動制御機器保守点検 空調機制御A 7 組 5･7月:冷房運転点検
ACU-E1 1階東系統 11･1月:暖房運転点検
ACU-E2 2階東系統
ACU-E3 3階東系統
ACU-E4 4階東系統
ACU-E5 5階東系統
ACU-W2 2階西系統
ACU-W3 3階西系統

空調機制御B 1 組 ○ ○ 5月:冷房運転点検
ACU-W1 1階西系統 11月:暖房運転点検

空調機制御C 1 組 ○ ○ 5月:冷房運転点検
ACU-W4 4階西系統 11月:暖房運転点検

外調機制御 2 組 5･7月:冷房運転点検
OC-W1(西系統)､OC-E1(東系統) 常時運転系統 11･1月:暖房運転点検
OC-W2(西系統)､OC-E2(東系統) 中間期運転系統

ｵｲﾙﾀﾝｸ廻り制御 1 組 ○
ｵｲﾙﾀﾝｸTO-1､ｵｲﾙｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸTOS-1､ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟPO-1

還水槽廻り制御 1 組 ○
還水槽TH-1･TH-2､還水圧送ﾎﾟﾝﾌﾟPR-1

排煙濃度監視 1 組 ○
蒸気ﾎﾞｲﾗｰBS-1

蒸気/水熱交換器制御 2 組 ○
西系統:熱交換器HE-W1､温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟPH-W1
東系統:熱交換器HE-E1､温水循環ﾎﾟﾝﾌﾟPH-E1

貯湯槽制御 1 組 ○
貯湯槽TVW-1､循環ﾎﾟﾝﾌﾟPHW-1･PHW-2

排水槽ﾚﾍﾞﾙ警報 2 組 ○
西系統､東系統

水槽廻り制御 1 組 ○
飲用兼消火水槽 水位制御

計測系統 1 式 ○ ○
室内･外気温湿度計測､室内CO2濃度計測

ROC ROCｼｽﾃﾑ保守 1 式
(ﾘﾓｰﾄｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ契約) ROC接続確認

通信回線(NTTﾌﾚｯﾂ回線)接続確認
※　上記の点検実施月は目安である。点検実施日は業務担当員と協議した上で決定すること。

系統名・摘要

○

○ ○

○

○

○

設備一覧

項目 数量 単位
実施月

備考

1 
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備考
中央監視制御装置

1 外観 ① 据付ﾎﾞﾙﾄの緩みの有無を確認する。
② 換気ﾌｧﾝの動作確認を行い、異常音等の有無を点検する。
③ 記憶装置等の異常音、異常振動の有無を点検する。
④ 操作ﾊﾟﾈﾙのｽｲｯﾁ類及び表示部の機能を点検する。
⑤ ｴｱﾌｨﾙﾀｰの状態を点検する。
⑥ ｺﾈｸﾀ類の差し込み部を点検する。また、ﾌﾟﾘﾝﾄ板等の表面を清掃する。
⑦ 汚れ、損傷及びｻﾋﾞの有無を点検する。
⑧ 卓上機器の置台の固定金具を点検する。

2 中央処理装置類 ① ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ装置等のﾍｯﾄﾞを清掃し、異常の有無を点検する。
② 下記項目の動作をﾃｽﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにより確認する。

・CPU機能、ﾒﾓﾘ
・ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ
・ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ装置等
・入出力制御、回線制御ｱﾀﾞﾌﾟﾀ
・ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ装置

③ 故障表示（LED等）及びﾌﾞｻﾞｰ鳴動の動作を確認する。
④ 停電復電処理を行い動作の良否を点検する。
⑤ 火災制御処理を行い動作の良否を点検する。
⑥ ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ制御処理を行い動作の良否を点検する。

3 表示装置 ① 各部清掃、電気的性能試験（偏向歪、ｵｰﾊﾞｰｽｷｬﾝ、画面動揺等）、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ（ﾗｲﾄﾍﾟﾝ、ﾏｳｽ、ﾀｯﾁ
ﾊﾟﾈﾙ等）の機能点検及びﾃｽﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑにより動作を確認する。

② 表示装置が取付金具にて固定されていることを確認する。
4 伝送装置 ① 入出力動作の確認及び点検を行う。

② 入出力端子のｹｰﾌﾞﾙ等の締め付け状態及び電源電圧を確認する。
③ 入出力動作試験は、全ﾎﾟｲﾝﾄの動作確認及び調整を行う。
④ 垂直自立型の伝送装置の固定ﾎﾞﾙﾄを点検する。

5 ﾌﾟﾘﾝﾀ ① 各機構部の清掃、注油、制御回路、ｵﾌﾗｲﾝﾃｽﾄ、ｵﾝﾗｲﾝﾃｽﾄ及び機構部の点検調整を行う。
② 監視状態での印字位置、色合い等の確認を行う。
③ 固定金具又はｺﾞﾑﾏｯﾄ等にて、転倒等の防止措置がされていることを確認する。

6 電源 ① 電源電圧（入力電圧、出力電圧）を確認する。
② 蓄電池の充電状態をﾃｽﾀ等により確認する。

7 ｲﾝﾀｰﾎﾝ ① 取付状態の良否及び汚損、損傷の有無を点検する。
② 音量、明瞭度、雑音、漏話、混線等の有無を点検する。

中央監視ﾛｰｶﾙ盤
1 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ ① 盤の取付状況（指示ﾎﾞﾙﾄの緩みがないか）を確認する。

② ｺﾞﾐ、振動音、過熱等の有無を点検する。
③ ﾌｨﾙﾀがある場合は、目詰まりがないかを点検する。

2 導電部 ① 汚れ、異物、ｺﾞﾐ等の有無を点検する。
② 異音、異臭、変色及び過熱の有無を点検する。
③ 端子台の変色及び異臭の有無を点検する。

3 機器、制御回路
a 遮断器、電磁接触器、 ① 汚れ、異物、ｺﾞﾐ等の有無を点検する。

継電器、端子台、 ② ﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝ（漏電遮断器等）による動作の確認を行う。
制御ｽｲｯﾁ、計器、 ③ 異常なうなり音、発熱、異臭、変色等の有無を点検する。
変流器、ｲﾝﾊﾞｰﾀ、 ④ 機器取付状態の良否を点検する。
表示灯、進相ｺﾝﾃﾞﾝｻ、 ⑤ 単位装置毎に試験運転を行い運転電流を確認する。

 ﾋｭｰｽﾞ類、ﾛｰｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ ⑥ 換気扇の回転状態、異常音の有無を点検する。また、ﾌｧﾝ部のｺﾞﾐの付着、汚損等の有無を点検
する。

⑦ 液面電極、ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ等の状態を点検する。
⑧ ｲﾝﾊﾞｰﾀ用冷却ﾌｧﾝの作動状態を点検する。

b 制御回路 ① 自動、連動運転等のｼｽﾃﾑ運転の確認を行う。
② 警報装置の動作確認を行う。
③ 液面継電器の動作確認を行う。
④ ｲﾝﾊﾞｰﾀの単体運転にて、相関出力電圧及び出力電流のﾊﾞﾗﾝｽの確認を行う。

4 絶縁測定 ① 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。
5 ｲﾝﾀｰﾎﾝ ① 取付状態の良否及び汚損、損傷の有無を点検する。

② 音量、明瞭度、雑音、漏話、混線等の有無を点検する。

自動制御装置
1 調節器、 ① 外部及び内部の清掃を行う。
ﾛｰｶﾙｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ ② 配線接続部の緩みの有無を点検する。

③ 供給、制御用電源電圧の変動が規定の許容範囲内にあることを確認する。
④ 比例帯、積分、微分時間並びに各設定値が最適値であり、かつ安定していることを確認する。
⑤ ｲﾍﾞﾝﾄ及びｱﾗｰﾑ出力の作動並びに表示ﾗﾝﾌﾟの点灯の良否を点検する。
⑥ 補助出力の作動の良否を点検する。
⑦ ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾞｯﾃﾘｰの確認及び異常の有無を点検する。
⑧ 中央監視制御装置と接続されている場合は、正しく通信されていることを確認する。

2 変換器 ① 外部及び内部の清掃を行う。
② 配線接続部の緩みの有無を点検する。
③ 電圧の変動が規定の許容範囲内にあることを確認する。
④ 模擬の入力により指示値が規定の精度内にあることを確認する。
⑤ ﾃﾞｰﾀ設定器より出力を変化させた場合の実出力値が規定の精度内にあることを確認する。

3 検出器、発信器 ① 外部及び内部の清掃を行う。
② 配線接続部の緩みの有無を点検する。
③ 電圧の変動が規定の許容範囲内にあることを確認する。
④ 出力値又は指示値が規定の精度内にあることを確認する。

4 操作器 ① 外部及び内部の清掃を行う。
② 運転時に全ｽﾄﾛｰｸにわたって音に異常がないことを確認する。
③ ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動の良否を点検する。
④ 接続ﾘﾝｸ機構の組付状態の良否及び破損の有無を点検する。

5 制御弁 ① ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ部からの漏れの有無を点検する。
② 弁を閉じた場合の流量が規定の範囲内にあることを確認する。
③ 操作器との接合部に緩みのないことを確認する。

6 感震器 ① 機器運転時に作動ﾃｽﾄを行い、自動的に運転が停止することを確認する。

点検内容
区分 業務内容

1 
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備考区分 業務内容
7 煤煙濃度計 ① 投光器及び受光器のﾌｨﾙﾀｰｶﾞﾗｽ及びﾚﾝｽﾞを清掃し、損傷の有無を点検する。

② 光軸のずれの有無を点検する。
8 直流電源 ① 異常なうなり音、発熱、異臭、変色等の有無を点検する。

② 各機器の取付状態の良否を点検する。
③ 電源電圧の測定を行い、その良否を確認する。

9 各制御ﾙｰﾌﾟの動作確認 ① 検出器～変換器～調節器～変換器～操作器における一連の動作を確認する。
② 各種制御動作が適合していることを確認する。
③ 対象動力停止時の制御弁等の動作を確認する。

※　上記点検内容は標準点検内容を示しており、上記点検内容にないものであっても、現場に合わせて点検を行うこと。
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